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を
底
本
と
し
た
（
本
書
所
収
『
十
七
史
商
榷
』
は
、
乾
隆
五
十
二
年
洞
涇
草
堂

初
刻
本
に
基
づ
く
）。
あ
わ
せ
て
單
遠
慕
『
十
七
史
商
榷
校
證
』（
三
晋
出
版
社
、

二
〇
二
一
年
。
光
緒
十
九
年
広
雅
書
局
本
に
基
づ
く
）
を
も
参
照
し
、
注
記
の
際

は
「
校
證
」
と
略
記
す
る
。
以
下
、
底
本
に
従
っ
て
全
体
を
三
節
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
【
解
説
】【
原
文
】【
翻
訳
】【
注
釈
】
を
掲
げ
る
。
各
節
内
の
分
段

と
標
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
理
解
に
よ
り
新
た
に
施
し
た
部
分
が
あ
る
。

引
用
の
多
い
『
後
漢
書
』『
三
国
志
』
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
～
七
年
）、
渡
邉
義
浩
主
編
『
全
譯
後
漢
書
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
一
～
一
六
年
）、
井
波
律
子
・
今
鷹
真
・
小
南
一
郎
訳
『
正
史
三
国
志
』（
ち

く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
二
～
三
年
）
を
参
考
に
し
つ
つ
、
新
た
に
訳
出
し
た
。

な
お
、（

　
）
は
筆
者
に
よ
る
文
意
等
の
補
充
、［

　
］
は
引
用
史
料
に
付
さ
れ

た
注
釈
、
…
…
は
中
略
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

第
一
節

【
解
説
】

こ
こ
で
は
ま
ず
仲
長
統
『
昌
言
』
を
も
と
に
、「
臺
閣
」
と
は
具
体
的
な
官
名
で

は
な
く
、
宮
中
の
官
、
特
に
尚
書
を
指
す
こ
と
を
確
認
す
る
。
尚
書
に
は
宦
官
・

序
言本

稿
は
王
鳴
盛
『
十
七
史
商
榷
』
卷
三
十
七
「
臺
閣
」
条
の
訳
注
で
あ
る
。
王

鳴
盛
（
一
七
二
二
～
一
七
九
八
）
は
江
蘇
嘉
定
の
人
、
言
う
ま
で
も
な
く
乾
嘉
期

を
代
表
す
る
考
証
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
学
問
は
経
史
子
集
に
広
く
及
ぶ
が
、

主
に
史
学
の
面
で
の
著
述
と
し
て
本
書
『
十
七
史
商
榷
』
は
夙
に
著
名
で
あ
る
（
内

藤
湖
南
「
支
那
史
学
史
」『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
一
卷
、筑
摩
書
房
、一
九
六
九
年
、

三
三
四
～
三
三
八
頁
）。

今
回
訳
注
を
試
み
た
「
臺
閣
」
条
は
、
尚
書
・
中
書
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
内
朝

官
の
歴
史
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
史
料

を
多
く
含
む
部
分
で
あ
る
。
特
に
王
鳴
盛
は
君
臣
間
の
空
間
的
距
離
と
権
力
と
の

関
係
に
注
目
し
て
お
り
、
現
代
の
中
国
古
代
政
治
史
・
官
制
史
研
究
に
も
連
な
る

問
題
関
心
が
早
く
も
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
そ
う
し
た
関
心
か
ら
こ
こ

に
抽
出
さ
れ
た
史
料
は
、
官
制
の
叙
述
を
目
的
に
編
ま
れ
た
志
・
表
の
類
よ
り
も
、

む
し
ろ
人
々
の
具
体
的
な
行
動
を
語
る
列
傳
の
類
が
多
い
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
視
角
を
含
め
、
本
条
は
今
も
な
お
一
定
の
参
照
価
値
を
有
す
る
と
思
わ

れ
る
。

本
稿
は
、
陳
文
和
主
編
『
嘉
定
王
鳴
盛
全
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）

土
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士
人
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
皇
帝
と
直
接
に
意
思
疎
通
可
能
な
立
場
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
三
公
を
も
凌
ぐ
実
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
漢
の
丞
相
翟

方
進
を
は
じ
め
、
三
公
が
災
異
発
生
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
曹
魏
で
禁
令

が
出
る
ま
で
頻
発
し
た
が
、
こ
う
し
た
政
治
秩
序
の
混
乱
は
尚
書
へ
の
実
権
集
中

が
招
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
王
鳴
盛
は
以
上
の
よ
う
に
仲
長
統
の
議
論
を
確
認
し

た
う
え
、
さ
ら
に
臺
閣
が
尚
書
を
指
す
証
拠
を
追
加
す
る
べ
く
、
再
び
『
後
漢
書
』

の
諸
傳
を
引
用
す
る
。

【
原
文
】

昌
言

①
曰
、「
光
武
忿
强
臣
竊
命
、
矯
枉
過
直
、
雖
置
三
公
、
事
歸
臺
閣
。
自
此

以
來
、
三
公
備
員
而
已
。
權
移
外
戚
・
近
竪
。
怪
異
數
至
、
水
旱
爲
災
、
皆
戚
宦

所
致
。
反
以
策
讓
三
公
、
至
於
死
免
」。
李
賢
曰
、「
臺
閣
謂
尚
書
也
」。
愚
按
、
李

注
甚
確
。
漢
世
官
府
不
見
臺
閣
之
號
、
所
云
臺
閣
者
、
猶
言
宮
掖
中
秘

②
云
爾
。
蔡

邕
傳

③
、
邕
上
封
事

④
云
、「
司
隸
校
尉
・
諸
州
刺
史
、
弛
縱
莫
相
擧
察
、
公
府
臺
閣

亦
復
默
然
」。
以
公
府
與
臺
閣
並
稱
、
所
謂
宮
中
府
中
也
。

蓋
尚
書
令
・
尚
書
僕
射
與
尚
書
、
皆
宦
者
與
士
人
迭
爲
之
、
權
歸
於
此
、
有
事

可
直
達
上
前
、
故
三
公
無
權
、
有
事
反
藉
尚
書
以
達
於
上
。
自
成
帝
以
災
異
令
丞

相
翟
方
進
自
殺

⑤
、終
漢
世
、三
公
以
災
異
死
免
者
至
多
不
可
枚
擧
、皆
散
見
諸
傳
中
、

最
爲
可
笑
。
直
至
魏
黄
初
二
年
、
方
詔
天
地
眚
、
勿
劾
三
公
耳

⑥
。
統
論
切
中
其
弊
。

黄
瓊
傳

⑦
云
、「
遷
尚
書
僕
射
。
初
、
瓊
隨
父
在
臺
閣
、
習
見
故
事
。
及
居
職
、

達
練
官
曹
」。
文
苑
黄
香
傳

⑧
云
、「
香
遷
尚
書
令
。
上
疏
曰
、
臣
弱
冠
特
蒙
徵
用
、

連
階
累
任
、
遂
極
臺
閣
」。
皆
謂
尚
書
爲
臺
閣
也
。
又
袁
紹
傳

⑨
、「
紹
檄
曹
操
云
、

坐
召
三
臺
、專
制
朝
政
」。
注
云
、「
漢
官
尚
書
爲
中
臺
、御
史
爲
憲
臺
、謁
者
爲
外
臺
、

是
爲
三
臺
」。
據
此
則
知
臺
閣
者
尚
書
也
。
又
酷
吏
陽
球
傳

⑩
、「
擧
孝
廉
、
補
尚
書

侍
郎
、
閑
達
故
事
、
其
章
奏
常
爲
臺
閣
所
崇
信
」。

【
翻
訳
】

『
昌
言
』
に
い
う
、「
光
武
帝
は
、
強
権
を
得
た
臣
下
（
王
莽
）
が
天
命
を
簒
奪

し
た
こ
と
に
憤
り
、
こ
れ
を
矯
正
し
よ
う
と
し
て
行
き
過
ぎ
た
た
め
、
三
公
は
置

か
れ
た
も
の
の
実
務
は
臺
閣
に
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
三
公
は
た

だ
人
員
を
備
え
る
の
み
と
な
り
、
権
力
は
外
戚
や
宦
官
の
手
に
移
っ
た
。
怪
異
が

し
ば
し
ば
起
こ
り
、
水
害
や
旱
魃
の
災
い
が
生
じ
た
の
は
、
ま
っ
た
く
外
戚
や
宦

官
の
せ
い
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
三
公
を
責
め
、
死
刑
や
罷
免
に
至
ら
し
め
る
こ

と
も
あ
っ
た
」
と
。
李
賢
は
「
臺
閣
と
は
尚
書
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
私
も

李
賢
の
注
は
正
し
い
と
考
え
る
。
漢
代
に
は「
臺
閣
」と
い
う
名
の
官
府
は
見
え
ず
、

こ
こ
で
言
う
「
臺
閣
」
と
は
、「
宮
掖
」
と
か
「
中
秘
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
だ
。
蔡
邕
傳
に
、
蔡
邕
が
封
事
を
提
出
し
て
「
司
隸
校
尉
や
諸
州
の
刺
史

は
、
規
律
が
ゆ
る
み
き
っ
て
互
い
に
検
挙
す
る
こ
と
も
な
く
、
公
府
・
臺
閣
も
黙
っ

た
ま
ま
で
あ
る
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
公
府
と
臺
閣
と
を
並
称
す
る
の
は
、
い
わ

ゆ
る
宮
中
（
皇
宮
内
）
と
府
中
（
官
府
内
）
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
尚
書
令
・
尚
書
僕
射
・
尚
書
に
は
、
い
ず
れ
も
宦
官
と
士
人
と
が
か

わ
る
が
わ
る
就
任
し
、
権
力
は
こ
こ
に
帰
し
て
い
た
。
彼
ら
は
事
あ
る
ご
と
に
す

ぐ
皇
帝
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
三
公
は
権
力
を
失
い
、
必
要
が

あ
れ
ば
尚
書
に
た
よ
っ
て
よ
う
や
く
皇
帝
に
意
見
を
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
成

帝
が
災
異
に
か
こ
つ
け
て
丞
相
の
翟
方
進
を
自
殺
さ
せ
て
以
来
、
漢
の
世
の
終
わ

り
ま
で
、
災
異
の
た
め
に
死
刑
や
罷
免
に
追
い
込
ま
れ
た
三
公
は
数
え
き
れ
な
い
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ほ
ど
で
、
そ
の
例
が
文
献
に
散
見
す
る
の
は
全
く
ば
か
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
魏
の

黄
初
二
年
（
二
二
一
）
に
至
っ
て
初
め
て
、
天
地
の
災
害
を
理
由
に
三
公
を
弾
劾

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
詔
が
出
さ
れ
た
。
仲
長
統
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
弊
害

を
ぴ
た
り
と
言
い
当
て
て
い
た
の
で
あ
る
。

黄
瓊
傳
に
、「（
黄
瓊
が
）
尚
書
僕
射
と
な
っ
た
。
初
め
、
黄
瓊
は
父
に
し
た
が
っ

て
臺
閣
に
お
り
、
故
事
に
詳
し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
職
に
就
い
た
と
き
に
は
も

う
官
曹
の
事
務
に
通
暁
し
て
い
た
」
と
あ
る
。
文
苑
黄
香
傳
に
、「
黄
香
は
尚
書
令

と
な
る
と
、『
臣
は
弱
冠
に
し
て
あ
り
が
た
く
も
徴
用
に
あ
ず
か
り
、
昇
進
を
重
ね
、

遂
に
臺
閣
を
極
め
ま
し
た
』
と
上
疏
し
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
尚

書
の
こ
と
を
臺
閣
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
袁
紹
傳
に
は
、「
袁
紹
は
曹

操
に
檄
を
送
り
、『（
曹
操
は
）
坐
し
た
ま
ま
三
臺
を
召
し
出
し
、
朝
政
を
専
ら
に

し
た
』
と
非
難
し
た
」
と
い
う
。
そ
の
注
に
は
、「
漢
代
の
官
で
は
、
尚
書
は
中
臺
、

御
史
は
憲
臺
、謁
者
は
外
臺
で
あ
っ
た
。こ
れ
が
三
臺
で
あ
る
」と
あ
る
。以
上
か
ら
、

臺
閣
と
は
尚
書
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
さ
ら
に
酷
吏
陽
球
傳
に
は
、「（
陽

球
は
）
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
尚
書
侍
郎
に
補
任
さ
れ
た
。
彼
は
故
事
に
熟
達
し
て

お
り
、
そ
の
章
奏
は
い
つ
も
臺
閣
か
ら
の
尊
崇
を
受
け
て
い
た
」
と
あ
る
。

【
注
釈
】

①
昌
言

『
後
漢
書
』
王
充
王
符
仲
長
統
列
傳
第
三
十
九
・
仲
長
統
：
法
誡
篇
曰
、
…
…

光
武
皇
帝
慍
數
世
之
失
權
、
忿
彊
臣
之
竊
命
、
矯
枉
過
直
、
政
不
任
下
、
雖
置
三

公
、
事
歸
臺
閣
［
李
賢
注
。
臺
閣
謂
尚
書
也
］。
自
此
以
來
、
三
公
之
職
、
備
員
而

已
、
然
政
有
不
理
、
猶
加
譴
責
。
而
權
移
外
戚
之
家
、
寵
被
近
習
之
豎
、
親
其
黨
類
、

用
其
私
人
、
內
充
京
師
、
外
布
列
郡
、
顚
倒
賢
愚
、
貿
易
選
擧
、
疲
駑
守
境
、
貪

殘
牧
民
、
撓
擾
百
姓
、
忿
怒
四
夷
、
招
致
乖
叛
、
亂
離
斯
瘼
。
怨
氣
並
作
、
陰
陽

失
和
、
三
光
虧
缺
、
怪
異
數
至
、
蟲
螟
食
稼
、
水
旱
爲
灾
、
此
皆
戚
宦
之
臣
所
致

然
也
。
反
以
策
讓
三
公
、
至
於
死
免
、
乃
足
爲
叫
呼
蒼
天
、
號
咷
泣
血
者
也
。
又

中
世
之
選
三
公
也
、
務
於
清
慤
謹
愼
、
循
常
習
故
者
。
是
婦
女
之
檢
柙
、
鄕
曲
之

常
人
耳
、
惡
足
以
居
斯
位
邪
。

渡
邉
将
智
『
後
漢
政
治
制
度
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
、

一
五
一
頁
）
は
、『
昌
言
』
の
い
う
「
臺
閣
」
を
「
皇
帝
自
身
を
象
徴
的
に
指
す
語
」

と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
取
ら
な
か
っ
た
。

な
お
、
後
漢
に
お
い
て
「
事
歸
臺
閣
」「（
三
公
）
備
員
而
已
」
と
な
っ
た
と
い

う
認
識
は
、『
隋
書
』
百
官
志
序
を
は
じ
め
官
制
史
の
叙
述
に
常
見
す
る
。

『
隋
書
』
卷
二
十
六
百
官
志
序
：
光
武
中
興
、聿
遵
前
緒
、唯
廢
丞
相
與
御
史
大
夫
、

而
以
三
司
綜
理
衆
務
。
洎
于
叔
世
、事
歸
臺
閣
、論
道
之
官
、備
員
而
已
。
魏
晉
繼
及
、

大
抵
略
同
、
爰
及
宋
齊
、
亦
無
改
作
。

②
宮
掖
中
秘

宮
掖
は
皇
妃
・
女
官
が
居
住
す
る
宮
殿
、
後
宮
。
中
秘
は
こ
こ
で
は
「
中
書
や

秘
書
の
諸
官
」、
す
な
わ
ち
宮
中
の
近
侍
の
官
を
指
す
。

『
後
漢
書
』
宦
者
列
傳
第
六
十
八
：
蔡
倫
字
敬
仲
、
桂
陽
人
也
。
以
永
平
末
始
給

事
宮
掖
、
建
初
中
、
爲
小
黃
門
。

『
魏
書
』
卷
四
十
四
伊
馛
傳
：
真
君
初
、世
祖
欲
拜
馛
爲
尚
書
、封
郡
公
。
馛
辭
曰
、

「
尚
書
務
殷
、
公
爵
至
重
、
非
臣
年
少
愚
近
所
宜
荷
任
、
請
收
過
恩
」。
世
祖
問
其
欲
、

馛
曰
、「
中
秘
二
省
多
諸
文
士
、
若
恩
矜
不
已
、
請
參
其
次
」。
世
祖
賢
之
、
遂
拜
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爲
中
護
將
軍
・
秘
書
監
。

③
蔡
邕
傳

『
後
漢
書
』
蔡
邕
列
傳
五
十
下
：（
熹
平
）
六
年
（
一
七
七
）
七
月
、
制
書
引
咎
、

誥
羣
臣
各
陳
政
要
所
當
施
行
。
邕
上
封
事
曰
、
…
…
四
事
、
夫
司
隸
校
尉
・
諸
州

刺
史
、
所
以
督
察
姦
枉
、
分
別
白
黑
者
也
。
伏
見
幽
州
刺
史
楊
憙
・
益
州
刺
史
龐

芝
・
涼
州
刺
史
劉
虔
、
各
有
奉
公
疾
姦
之
心
、
憙
等
所
糾
、
其
効
尤
多
。
餘
皆
枉
橈
、

不
能
稱
職
。
或
有
抱
罪
懷
瑕
、
與
下
同
疾
、
綱
網
㢮
縱
、
莫
相
擧
察
、
公
府
臺
閣

亦
復
默
然
。

④
上
封
事

「
封
事
」
は
密
封
さ
れ
た
上
奏
文
。
皇
帝
自
ら
が
直
接
開
封
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

『
後
漢
書
』
明
帝
紀
第
二
・
永
平
八
年
（
六
五
）
十
月
：
於
是
在
位
者
皆
上
封
事
、

各
言
得
失
［
李
賢
注
。
宣
帝
始
令
羣
臣
得
奏
封
事
、
以
知
下
情
。
封
有
正
有
副
、

領
尚
書
者
先
發
副
封
、
所
言
不
善
、
屏
而
不
奏
。
後
魏
相
奏
去
副
封
、
以
防
擁
蔽
］。

⑤
成
帝
以
災
異
令
丞
相
翟
方
進
自
殺

『
漢
書
』
卷
八
十
四
翟
方
進
傳
：
爲
相
九
歲
、綏
和
二
年
春
、熒
惑
守
心
、尋
奏
記
言
、

「
…
…
闔
府
三
百
餘
人
、
唯
君
侯
擇
其
中
、
與
盡
節
轉
凶
」。
方
進
憂
之
、
不
知
所
出
。

會
郎
賁
麗
善
爲
星
、
言
大
臣
宜
當
之
。
上
乃
召
見
方
進
。
還
歸
、
未
及
引
決
、
上

遂
賜
册
曰
、「
…
…
惟
君
登
位
、
於
今
十
年
、
災
害
並
臻
、
民
被
飢
餓
、
加
以
疾
疫

溺
死
、
關
門
牡
開
、
失
國
守
備
、
盜
賊
黨
輩
。
…
…
欲
退
君
位
、
尚
未
忍
。
君
其

孰
念
詳
計
、
塞
絕
姦
原
、
憂
國
如
家
、
務
便
百
姓
以
輔
朕
。
朕
既
已
改
、
君
其
自
思
、

強
食
愼
職
。
使
尚
書
令
賜
君
上
尊
酒
十
石
・
養
牛
一
、君
審
處
焉
」。
方
進
卽
日
自
殺
。

⑥
直
至
魏
黄
初
二
年
、
方
詔
天
地
眚
、
勿
劾
三
公
耳

『
三
國
志
』
卷
二
魏
書
文
帝
紀
・
黄
初
二
年
（
二
二
一
）
六
月
：
戊
辰
晦
、
日
有

食
之
、
有
司
奏
免
太
尉
、
詔
曰
、「
災
異
之
作
、
以
譴
元
首
、
而
歸
過
股
肱
、
豈
禹
・

湯
罪
己
之
義
乎
。
其
令
百
官
各
虔
厥
職
、
後
有
天
地
之
眚
、
勿
復
劾
三
公
」。

李
慈
銘
『
越
縵
堂
讀
書
簡
端
記
』
は
、
後
漢
で
は
安
帝
期
ま
で
災
異
に
よ
る
三

公
策
免
は
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
（
校
證
）。

⑦
黄
瓊
傳

『
後
漢
書
』
左
周
黄
列
伝
第
五
十
一
・
黃
瓊
：
瓊
至
、
卽
拜
議
郎
、
稍
遷
尚
書
僕
射
。

初
、瓊
隨
父
在
臺
閣
、習
見
故
事
。
及
後
居
職
、達
練
官
曹
、爭
議
朝
堂
、莫
能
抗
奪
。

⑧
文
苑
黄
香
傳

『
後
漢
書
』
文
苑
列
傳
第
七
十
上
・
黃
香
：（
永
元
）
六
年
（
九
四
）、
累
遷
尚
書
令
。

後
以
爲
東
郡
太
守
、
香
上
疏
讓
曰
、「
臣
江
淮
孤
賤
、
愚
矇
小
生
、
經
學
行
能
、
無

可
筭
錄
。
遭
値
太
平
、
先
人
餘
福
、
得
以
弱
冠
特
蒙
徵
用
、
連
階
累
任
、
遂
極
臺

閣
。
訖
無
纖
介
稱
、
報
恩
効
死
、
誠
不
意
悟
、
卒
被
非
望
、
顯
拜
近
郡
、
尊
位
千

里
。
…
…
」。
帝
亦
惜
香
幹
用
、
久
習
舊
事
、
復
留
爲
尚
書
令
、
增
秩
二
千
石
、
賜

錢
三
十
萬
。
是
後
遂
管
樞
機
、
甚
見
親
重
、
而
香
亦
祗
勤
物
務
、
憂
公
如
家
。

「
連
階
」
を
諸
本
は
「
連
偕
」
に
作
る
（
校
證
）。
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王
鳴
盛
『
十
七
史
商
榷
』
卷
三
十
七
「
臺
閣
」
訳
注
（
土
口
）

（29）

⑨
袁
紹
傳
・
注
云

　

『
後
漢
書
』
袁
紹
劉
表
列
傳
第
六
十
四
上
・
袁
紹
上
：
乃
先
宣
檄
曰
、
…
…
會
後

鑾
駕
東
反
、
羣
虜
亂
政
。
時
冀
州
方
有
北
鄙
之
警
、
匪
遑
離
局
、
故
使
從
事
中
郎

徐
勳
就
發
遣
操
、
使
繕
修
郊
廟
、
翼
衞
幼
主
。
而
便
放
志
專
行
、
威
劫
省
禁
、
卑

侮
王
僚
、
敗
法
亂
紀
、
坐
召
三
臺
、
專
制
朝
政
［
李
賢
注
。
晉
書
曰
、
漢
官
尚
書

爲
中
臺
、
御
史
爲
憲
臺
、
謁
者
爲
外
臺
、
是
謂
三
臺
］、
爵
賞
由
心
、
刑
戮
在
口
、

所
愛
光
五
宗
、
所
怨
滅
三
族
、
羣
談
者
受
顯
誅
、
腹
議
者
蒙
隱
戮
、
道
路
以
目
、

百
辟
鉗
口
、
尚
書
記
期
會
、
公
卿
充
員
品
而
已
。

『
通
典
』
卷
二
十
四
職
官
六
・
御
史
臺
：
後
漢
以
來
、
謂
之
御
史
臺
、
亦
謂
之
蘭

臺
寺
［
…
…
又
謝
靈
運
晉
書
曰
、
漢
尚
書
爲
中
臺
、
御
史
爲
憲
臺
、
謁
者
爲
外
臺
、

是
謂
三
臺
］。

⑩
酷
吏
陽
球
傳

『
後
漢
書
』
酷
吏
列
傳
第
六
十
七
・
陽
球
：
初
擧
孝
廉
、
補
尚
書
侍
郎
、
閑
達
故

事
、
其
章
奏
處
議
、
常
爲
臺
閣
所
崇
信
。
出
爲
高
唐
令
、
以
嚴
苛
過
理
、
郡
守
收
擧
、

會
赦
見
原
。

第
二
節

【
解
説
】

本
節
の
大
部
分
は
曹
魏
の
王
肅
に
よ
る
上
疏
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
王
肅
は
ま

ず
無
用
の
官
員
を
廃
止
す
べ
き
と
提
案
し
た
の
ち
、
王
命
出
納
の
官
、
す
な
わ
ち

尚
書
の
歴
史
を
述
べ
る
。
尚
書
の
出
現
に
よ
り
君
臣
の
接
見
機
会
が
失
わ
れ
た
た

め
、
公
卿
が
各
自
の
「
事
」（
官
職
に
応
じ
た
具
体
的
な
仕
事
、
職
事
）
に
従
っ
て

皇
帝
に
仕
え
る
状
態
に
戻
す
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
王
肅
の
主
張
で
あ
る
。

王
鳴
盛
は
こ
れ
が
臺
閣
へ
の
権
限
集
中
の
弊
害
を
述
べ
た
仲
長
統
の
問
題
意
識
に

通
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

な
お
王
肅
が
挙
げ
る
周
昌
（
前
漢
高
祖
期
）
と
汲
黯
（
同
武
帝
期
）
の
故
事
は
、

公
卿
が
皇
帝
の
面
前
で
上
奏
し
え
た
こ
と
の
実
例
で
あ
り
、
皇
帝
と
公
卿
が
同
じ

空
間
に
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

三
國
魏
志
王
肅
傳

①
、
太
和
四
年
上
疏
曰
、「
除
無
事
之
位
、
損
不
急
之
祿

②
、

止
浮
食
之
費

③
、
併
從
容
之
官
。
使
官
必
有
職
、
職
任
其
事
、
事
必
受
祿
、
祿
代
其

耕
④

、
乃
往
古
之
常
式
、
當
今
之
所
宜
也
。
官
寡
而
祿
厚
、
則
公
家
之
費
鮮
、
進
仕

之
志
勸
。
各
展
才
力
、
莫
相
倚
仗
。
敷
奏
以
言
、
明
試
以
功

⑤
、
能
之
與
否
、
簡

在
帝
心

⑥
。
是
以
唐
虞
之
設
官
分
職

⑦
、
申
命
公
卿
、
各
以
其
事
、
然
後
惟
龍
爲
納

言
⑧

、
猶
今
尚
書
也
、
以
出
内
帝
命
而
已
。
夏
殷
不
可
得
而
詳
。
甘
誓

⑨
曰
『
六
事

之
人
』、
明
六
卿
亦
典
事
者
也
。
周
官
則
備
矣
、
五
日
視
朝
、
公
卿
大
夫
並
進
、
而

司
士
辨
其
位
焉

⑩
。
其
記

⑪
曰
、『
坐
而
論
道
、
謂
之
三
公
。
作
而
行
之
、
謂
之
士
大

夫
』。
及
漢
之
初
、依
擬
前
代
、公
卿
皆
親
以
事
升
朝
。
故
高
祖
躬
追
反
走
之
周
昌

⑫
、

武
帝
遥
可
奉
奏
之
汲
黯

⑬
、
宣
帝
使
公
卿
五
日
一
朝

⑭
。
成
帝
始
置
尚
書
五
人

⑮
、
自

是
陵
遲
、朝
禮
遂
闕
。
可
復
五
日
視
朝
之
儀
、使
公
卿
尚
書
各
以
事
進
、廢
禮
復
興
」。

肅
立
言
雖
若
爲
欲
汰
冗
員
、
其
實
則
專
爲
防
壅
閉

⑯
。
蓋
尚
書
之
官
、
漢
以
宦
者

士
人
迭
爲
之
、
公
卿
之
權
分
於
近
倖
、
而
君
臣
不
相
接
見
、
上
下
否
隔

⑰
、
禍
有
不

可
勝
言
者
。
王
肅
所
論
、
正
仲
長
統
所
謂
「
事
歸
臺
閣
」「
三
公
備
員
而
已
」
者
也
。
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【
翻
訳
】

『
三
國
志
』
魏
書
王
肅
傳
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

太
和
四
年
（
二
三
〇
）、（
王
肅
が
）
上
疏
し
て
述
べ
た
。
仕
事
の
な
い
地

位
を
な
く
し
、
不
急
の
俸
禄
を
減
ら
し
、
無
用
な
出
費
を
や
め
、
閑
職
の
官

を
合
併
し
ま
す
。
官
に
は
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
職
（
役
目
、
職
掌
）
が
備
わ
る

よ
う
に
し
、
職
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
（
仕
事
、
職
事
）
を
担
わ
せ
、
事
に
応

じ
て
必
ず
禄
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
禄
を
も
っ
て
農
耕
の
代
わ
り
と
し

ま
す
。
こ
れ
は
古
え
か
ら
変
わ
ら
ぬ
や
り
方
で
、
今
で
も
適
切
な
の
で
す
。

官
が
少
な
く
て
俸
禄
が
手
厚
い
な
ら
ば
、
国
家
の
出
費
は
減
り
、
出
仕
の
意

志
が
鼓
舞
さ
れ
、
各
々
が
才
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
互
い
に
依
存
し

あ
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
言
葉
を
も
っ
て
上
奏
さ
せ
、
功
績
を
も
っ
て

公
平
に
考
課
す
れ
ば
、
能
力
の
有
無
は
皇
帝
の
心
に
あ
り
あ
り
と
映
る
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
堯
や
舜
が
官
を
設
け
て
職
を
分
け
た
際
に
は
、
公

卿
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事
に
応
じ
て
任
命
し
、
そ
う
し
て
龍
が
納
言
と
な
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
は
今
で
い
う
尚
書
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、（
当
時
は
）
帝
の
命

令
を
出
納
す
る
者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
・
殷
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、（
夏
の
頃
に
は
）『
尚
書
』

甘
誓
に「
六
事
之
人
」と
あ
り
ま
す
の
で
、六
卿
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
事
を
司
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
周
の
官
制
は
よ
り
整
い
、
五
日
ご
と
に
朝
見
を
行

え
ば
、
公
卿
や
大
夫
が
み
な
進
み
出
で
、
司
士
が
そ
の
序
列
を
正
し
く
分
け

ま
し
た
。『
周
禮
』
考
工
記
に
は
、「
坐
し
て
道
を
論
じ
る
の
が
三マ

マ

公
で
あ
る
。

動
い
て
こ
れ
を
実
行
す
る
の
が
士
大
夫
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

漢
初
に
お
い
て
も
前
代
に
な
ら
い
、
公
卿
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
事
に
応
じ

て
自
ら
朝
廷
に
参
上
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
高
祖
は
、
周
昌
が
（
上
奏

し
よ
う
と
し
て
高
祖
が
戚
姫
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
て
し
ま
っ

た
の
で
）
逃
げ
出
し
た
の
を
自
ら
追
い
か
け
、
武
帝
は
汲
黯
の
上
奏
を
（
冠

を
着
け
て
い
な
い
姿
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
）
帷
を
隔
て
て
裁
可
し
、
宣
帝

は
五
日
に
一
度
、
公
卿
を
朝
見
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。
成
帝
が
は
じ
め
て
尚

書
五
人
を
置
い
て
か
ら
は
次
第
に
衰
微
し
、
朝
廷
の
礼
は
不
完
全
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
五
日
ご
と
の
朝
見
の
儀
を
復
活
さ
せ
、

公
卿
や
尚
書
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事
に
応
じ
て
（
朝
廷
に
）
参
上
さ
せ
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
礼
も
復
興
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

王
肅
の
発
言
は
、
無
駄
な
官
員
を
淘
汰
す
る
た
め
の
も
の
に
見
え
る
が
、
実
は

君
臣
間
の
疎
通
が
閉
ざ
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
尚
書
の
官
は
漢
代
に
お
い
て
宦
官
と
士
人
が
交
替
で
就
任
し
て
お
り
、
寵
愛
を

得
た
近
臣
に
よ
っ
て
公
卿
の
権
力
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
君
臣
は
互
い
に

接
見
し
な
く
な
り
、
上
下
の
あ
い
だ
が
隔
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
災
難
は
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
。
王
肅
の
論
は
、
ま
さ
し
く
仲
長
統
の
「
政
務

は
臺
閣
に
集
中
し
」、「
三
公
は
人
員
を
備
え
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
言

葉
の
通
り
で
あ
る
。

【
注
釈
】

①
三
國
魏
志
王
肅
傳

『
三
國
志
』
卷
十
三
魏
書
・
鍾
繇
華
歆
王
朗
傳
・
王
肅
：
又
上
疏
陳
政
本
曰
、「
除

無
事
之
位
、
損
不
急
之
祿
、
止
浮
食
之
費
、
并
從
容
之
官
。
使
官
必
有
職
、
職
任

其
事
、
事
必
受
祿
、
祿
代
其
耕
、
乃
往
古
之
常
式
、
當
今
之
所
宜
也
。
官
寡
而
祿
厚
、
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則
公
家
之
費
鮮
、
進
仕
之
志
勸
。
各
展
才
力
、
莫
相
倚
仗
。
敷
奏
以
言
、
明
試
以
功
、

能
之
與
否
、
簡
在
帝
心
。
是
以
唐
虞
之
設
官
分
職
、
申
命
公
卿
、
各
以
其
事
、
然

後
惟
龍
爲
納
言
、
猶
今
尚
書
也
、
以
出
內
帝
命
而
已
。
夏
殷
不
可
得
而
詳
。
甘
誓

曰
『
六
事
之
人
』、
明
六
卿
亦
典
事
者
也
。
周
官
則
備
矣
、
五
日
視
朝
、
公
卿
大
夫

並
進
、
而
司
士
辨
其
位
焉
。
其
記
曰
、『
坐
而
論
道
、
謂
之
王
公
。
作
而
行
之
、
謂

之
士
大
夫
』。
及
漢
之
初
、
依
擬
前
代
、
公
卿
皆
親
以
事
升
朝
。
故
高
祖
躬
追
反
走

之
周
昌
、武
帝
遙
可
奉
奏
之
汲
黯
、宣
帝
使
公
卿
五
日
一
朝
。
成
帝
始
置
尚
書
五
人
、

自
是
陵
遲
、朝
禮
遂
闕
。可
復
五
日
視
朝
之
儀
、使
公
卿
尚
書
各
以
事
進
。廢
禮
復
興
、

光
宣
聖
緒
、
誠
所
謂
名
美
而
實
厚
者
也
」。

②
損
不
急
之
祿

『
史
記
』
卷
七
十
九
范
雎
蔡
澤
列
傳
：
吳
起
爲
楚
悼
王
立
法
、
卑
減
大
臣
之
威
重
、

罷
無
能
、
廢
無
用
、
損
不
急
之
官
、
塞
私
門
之
請
、
一
楚
國
之
俗
、
禁
游
客
之
民
、

精
耕
戰
之
士
。

③
止
浮
食
之
費

『
三
國
志
』
卷
二
十
五
魏
書
・
辛
毗
楊
阜
高
堂
隆
傳
・
楊
阜
：
今
年
凶
民
饑
、
宜

發
明
詔
損
膳
減
服
、技
巧
珍
玩
之
物
、皆
可
罷
之
。
昔
邵
信
臣
爲
少
府
於
無
事
之
世
、

而
奏
罷
浮
食
。
今
者
軍
用
不
足
、
益
宜
節
度
。

『
漢
書
』
卷
八
十
九
循
吏
傳
・
召
信
臣
：
竟
寧
中
、
徵
爲
少
府
、
列
於
九
卿
、
奏

請
上
林
諸
離
遠
宮
館
稀
幸
御
者
、
勿
復
繕
治
共
張
、
又
奏
省
樂
府
黃
門
倡
優
諸
戲
、

及
宮
館
兵
弩
什
器
減
過
泰
半
。
太
官
園
種
冬
生
葱
韭
菜
茹
、
覆
以
屋
廡
、
晝
夜
㸐

蘊
火
、
待
溫
氣
乃
生
。
信
臣
以
爲
此
皆
不
時
之
物
、
有
傷
於
人
、
不
宜
以
奉
供
養
、

及
它
非
法
食
物
、
悉
奏
罷
、
省
費
歲
數
千
萬
。

④
祿
代
其
耕

『
禮
記
』
王
制
：
制
農
田
百
畝
、
百
畝
之
分
、
上
農
夫
食
九
人
、
其
次
食
八
人
、

其
次
食
七
人
、其
次
食
六
人
。
下
農
夫
食
五
人
。
庶
人
在
官
者
、其
祿
以
是
爲
差
也
。

諸
侯
之
下
士
、
視
上
農
夫
、
祿
足
以
代
其
耕
也
。

⑤
敷
奏
以
言
、
明
試
以
功

『
尚
書
』
舜
典
：
五
載
一
巡
守
、
羣
后
四
朝
、
敷
奏
以
言
、
明
試
以
功
、
車
服
以
庸
。

⑥
能
之
與
否
、
簡
在
帝
心

『
論
語
』
堯
曰
：
舜
亦
以
命
禹
曰
、
予
小
子
履
敢
用
玄
牡
、
敢
昭
告
于
皇
皇
后
帝
、

有
罪
不
敢
赦
。
帝
臣
不
蔽
、
簡
在
帝
心
。
朕
躬
有
罪
、
無
以
萬
方
。
萬
方
有
罪
、

罪
在
朕
躬
。

『
漢
書
』
卷
八
十
三
薛
宣
傳
：（
薛
）
宣
考
績
功
課
、簡
在
兩
府
［
師
古
曰
、簡
、大
也
、

一
曰
明
也
。
兩
府
、
丞
相
・
御
史
府
也
］。

⑦
設
官
分
職

『
周
禮
』
天
官
・
序
官
：
惟
王
建
國
、
辨
方
正
位
、
体
國
經
野
、
設
官
分
職
、
以

爲
民
極
。

⑧
龍
爲
納
言

『
尚
書
』
舜
典
：
帝
曰
、
龍
、
朕
堲
讒
說
殄
行
、
震
驚
朕
師
、
命
汝
作
納
言
、
夙
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夜
出
納
朕
命
、
惟
允
。

こ
れ
以
下
の
王
肅
の
発
言
は
、
次
の
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
の
記
述
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
漢
書
』
卷
十
九
上
百
官
公
卿
表
上
：
龍
作
納
言
、
出
入
帝
命
。
夏
殷
亡
聞
焉
、

周
官
則
備
矣
。
天
官
冢
宰
、
地
官
司
徒
、
春
官
宗
伯
、
夏
官
司
馬
、
秋
官
司
寇
、

冬
官
司
空
、
是
爲
六
卿
、
各
有
徒
屬
職
分
、
用
於
百
事
。

⑨
甘
誓

『
尚
書
』
甘
誓
：
大
戰
于
甘
、
乃
召
六
卿
。
王
曰
、
嗟
、
六
事
之
人
、
予
誓
告
汝
。

有
扈
氏
威
侮
五
行
、
怠
棄
三
正
、
天
用
勦
絕
其
命
。
今
予
惟
恭
行
天
之
罰
。

鄭
玄
は
「
變
六
卿
言
六
事
之
人
者
、
言
軍
吏
下
及
士
卒
也
」
と
言
う
（
孔
穎
達

疏
所
引
）。
ま
た
孔
傳
も
「
六
事
之
人
」
を
「
各
有
軍
事
、故
曰
六
事
」
と
説
明
す
る
。

こ
れ
ら
は
「
六
事
」
を
軍
事
と
解
す
る
も
の
だ
が
、
王
肅
は
よ
り
広
く
官
の
職
事

と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑩
司
士
辨
其
位
焉

『
周
禮
』
夏
官
司
馬
・
司
士
：
正
朝
儀
之
位
、
辨
其
貴
賤
之
等
。
王
南
鄕
、
三
公

北
面
東
上
、
孤
東
面
北
上
、
卿
大
夫
西
面
北
上
、
王
族
故
士
・
虎
士
在
路
門
之
右
、

南
面
東
上
。
大
僕
・
大
右
・
大
僕
從
者
在
路
門
之
左
、
南
面
西
上
。

⑪
其
記

『
周
禮
』冬
官
考
工
記
：
國
有
六
職
、百
工
與
居
一
焉
。
或
坐
而
論
道
、或
作
而
行
之
、

或
審
曲
面
埶
、
以
飭
五
材
、
以
辨
民
器
。
或
通
四
方
之
珍
異
以
資
之
、
或
飭
力
以

長
地
財
、
或
治
絲
麻
以
成
之
。
坐
而
論
道
、
謂
之
王
公
。
作
而
行
之
、
謂
之
士
大
夫
。

審
曲
面
埶
、
以
飭
五
材
、
以
辨
民
器
、
謂
之
百
工
。

王
鳴
盛
は
「
王
公
」
を
「
三
公
」
に
誤
る
（
校
證
）。

⑫
高
祖
躬
追
反
走
之
周
昌

『
史
記
』
卷
九
十
六
張
丞
相
列
傳
：
沛
公
立
爲
漢
王
、
以
周
苛
爲
御
史
大
夫
、
周

昌
爲
中
尉
。
…
…
昌
爲
人
彊
力
、
敢
直
言
、
自
蕭
・
曹
等
皆
卑
下
之
。
昌
嘗
燕
時

入
奏
事
、
高
帝
方
擁
戚
姬
、
昌
還
走
、
高
帝
逐
得
、
騎
周
昌
項
、
問
曰
、「
我
何
如

主
也
」。
昌
仰
曰
、「
陛
下
卽
桀
紂
之
主
也
」。
於
是
上
笑
之
、
然
尤
憚
周
昌
。

『
漢
書
』
卷
四
十
二
張
周
趙
任
申
屠
傳
、
略
同
。

⑬
武
帝
遥
可
奉
奏
之
汲
黯

『
漢
書
』
卷
五
十
張
馮
汲
鄭
傳
・
汲
黯
：
大
將
軍
青
侍
中
、
上
踞
廁
視
之
。
丞
相

弘
宴
見
、
上
或
時
不
冠
。
至
如
見
黯
、
不
冠
不
見
也
。
上
嘗
坐
武
帳
、
黯
前
奏
事
、

上
不
冠
、
望
見
黯
、
避
帷
中
、
使
人
可
其
奏
。
其
見
敬
禮
如
此
。

⑭
宣
帝
使
公
卿
五
日
一
朝

『
漢
書
』
卷
八
宣
帝
紀
・
地
節
二
年
（
前
六
八
）
五
月
：
上
始
親
政
事
、
又
思
報

大
將
軍
功
德
、
乃
復
使
樂
平
侯
山
領
尚
書
事
、
而
令
羣
臣
得
奏
封
事
、
以
知
下
情
。

五
日
一
聽
事
、
自
丞
相
以
下
各
奉
職
奏
事
、
以
傅
奏
其
言
、
考
試
功
能
。

『
後
漢
書
』
陳
王
列
傳
第
五
十
六
・
陳
蕃
：
蕃
乃
獨
上
疏
曰
、
…
…
陛
下
深
宜
割

塞
近
習
豫
政
之
源
、
引
納
尚
書
朝
省
之
事
、
公
卿
大
官
、
五
日
壹
朝
［
李
賢
注
。

宣
帝
五
日
一
聽
事
、
自
丞
相
已
下
、
各
敷
奏
其
言
］、
簡
練
清
高
、
斥
黜
佞
邪
。
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⑮
成
帝
始
置
尚
書
五
人

『
漢
書
』
卷
十
成
帝
紀
・
建
始
四
年
（
前
二
九
）
春
：
罷
中
書
宦
官
、
初
置
尚
書

員
五
人
。

『
漢
書
』
卷
十
九
上
百
官
公
卿
表
上
：
成
帝
建
始
四
年
、
更
名
中
書
謁
者
令
爲
中

謁
者
令
。
初
置
尚
書
、
員
五
人
、
有
四
丞
。

⑯
防
壅
閉

第
一
節
注
④
に
引
い
た
『
後
漢
書
』
明
帝
紀
李
賢
注
に
「
後
魏
相
奏
去
副
封
、

以
防
擁
蔽
」
と
あ
る
。

⑰
上
下
否
隔

『
貞
観
政
要
』
卷
五
公
平
：
爲
國
家
者
、急
於
進
君
子
而
退
小
人
。
乃
使
君
子
道
消
、

小
人
道
長
、
則
君
臣
失
序
、
上
下
否
隔
、
乱
亡
不
恤
、
將
何
以
治
乎
。

第
三
節

【
解
説
】

こ
こ
で
は
「
中
書
」
が
主
題
と
な
る
。
中
書
に
は
専
ら
宦
官
が
任
ぜ
ら
れ
、
そ

の
権
勢
は
尚
書
を
も
凌
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
中
書
も
尚
書
も
皇
帝
に
近
侍
し
機
密

を
掌
っ
た
た
め
に
実
権
を
得
て
、
微
官
か
ら
遂
に
宰
相
の
地
位
に
昇
っ
た
の
で

あ
る
。
王
鳴
盛
は
中
書
の
宰
相
化
の
時
期
を
魏
文
帝
の
黄
初
年
間
（
二
二
〇
～

二
二
六
）
に
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
中
書
も
あ
る
時
期
か
ら
「
臺
閣
」
に
含
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
『
魏
略
』
に
見
え
る
薛
夏
の
故

事
を
引
用
す
る
。
そ
こ
で
は
秘
書
（
中
書
に
属
す
る
）
が
「
内
閣
」
と
呼
ば
れ
、

ま
た
「
臺
と
閣
と
は
同
一
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
薛
夏
の
故
事
は
『
太

平
御
覧
』
や
『
通
典
』
の
秘
書
に
関
す
る
条
に
も
見
え
る
（
本
節
注
⑨
⑩
参
照
）。

【
原
文
】

尚
書
固
爲
權
要
、
而
漢
又
别
有
中
書
。
爲
尚
書
者
、
士
人
多
、
宦
者
少
。
中
書

則
皆
宦
者
也
。
以
尚
書
與
三
公
對
言
、
三
公
權
不
及
尚
書
。
以
尚
書
與
中
書
對
言
、

尚
書
又
不
及
中
書
矣
。
前
漢
蕭
望
之
傳

①
、
望
之
以
前
將
軍
領
尚
書
事
、
而
弘
恭
・

石
顯
則
中
書
令
・
僕
射
也

②
。
望
之
卒
爲
恭
・
顯
所
殺
矣
。

尚
書
・
中
書
皆
管
機
密
、
出
納
王
命
、
其
職
皆
要
、
而
官
則
微
。
百
官
公
卿
表

③

篇
首
敍
九
卿
、
其
於
少
府
之
屬
官
有
尚
書
及
中
書
謁
者
、
皆
爲
屬
官
、
其
品
秩
皆

不
高
。
而
表
中
並
無
尚
書
・
中
書
官
也
。
望
之
官
之
尊
在
前
將
軍
、
而
其
要
則
在

尚
書
、
故
恭
・
顯
使
張
朋
告
其
罪

④
、
必
候
其
假
歸
洗
沐

⑤
方
上
之
。
要
之
、
士
人

必
不
如
宦
人
之
尤
親
密
、
故
恭
・
顯
終
能
殺
望
之
。

萬
斯
同
補
東
漢
將
相
大
臣
年
表

⑥
有
尚
書
令
・
尚
書
、
無
中
書

⑦
。
蓋
此
官
侍
直

宮
禁
、
不
在
朝
廷
大
臣
之
列
。
其
後
「
魏
文
帝
黄
初
中
、
改
秘
書
爲
中
書
、
以
劉

放
爲
監
、
孫
資
爲
令
、
各
加
給
事
中
、
遂
掌
機
密
」。
見
三
國
志
放
傳

⑧
。
中
書
令

之
爲
宰
相
始
於
此
矣
。

王
肅
傳
注

⑨
、「
明
帝
太
和
中
、
秘
書
丞
薛
夏
以
公
事
移
蘭
臺

⑩
。
蘭
臺
自
以
臺
也
、

秘
書
署
耳
、
謂
夏
爲
不
得
移
、
當
坐
。
夏
報
曰
、
蘭
臺
爲
外
臺
、
秘
書
爲
内
閣
、
臺
・

閣
一
也
、
何
不
相
移
之
有
」。
然
則
臺
閣
之
名
本
在
尚
書
也
、
而
又
屬
之
中
書
矣
。

官
不
論
貴
賤
、
惟
視
其
職
之
閑
要
、
而
閑
要
惟
視
時
主
之
意
向
、
其
制
無
時
不
改
、

是
以
書
之
史
籍
、
紛
若
亂
絲
、
使
人
眩
目
、
因
論
臺
閣
連
及
之
。
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【
翻
訳
】

尚
書
は
も
と
よ
り
権
要
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
漢
代
に
は
こ
の
他
に
ま
た
中
書

も
存
在
し
た
。
尚
書
と
な
っ
た
者
に
は
士
人
が
多
く
、
宦
官
は
少
な
か
っ
た
が
、

中
書
に
つ
い
て
は
み
な
宦
官
で
あ
っ
た
。
尚
書
を
三
公
と
比
べ
れ
ば
、
三
公
の
権

力
は
尚
書
に
及
ば
な
い
が
、
尚
書
を
中
書
と
比
べ
れ
ば
、
尚
書
も
ま
た
中
書
に
は

及
ば
な
い
。『
漢
書
』
蕭
望
之
傳
に
、
望
之
は
前
将
軍
と
し
て
尚
書
の
事
を
領
し
た

と
あ
る
が
、（
当
時
は
宦
官
の
）
弘
恭
・
石
顯
が
中
書
令
・
僕
射
と
な
っ
て
い
た
。

蕭
望
之
は
、
遂
に
は
恭
・
顯
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

尚
書
・
中
書
は
み
な
機
密
を
掌
り
、
王
命
を
出
納
す
る
。
い
ず
れ
も
職
務
は
重

要
だ
が
、
官
位
は
低
い
。『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
の
篇
首
で
は
九
卿
に
つ
い
て
述

べ
、
少
府
の
属
官
の
と
こ
ろ
に
尚
書
と
中
書
謁
者
が
見
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

属
官
で
品
秩
は
高
く
な
い
。
し
か
も
（
百
官
公
卿
表
の
）
表
の
部
分
で
は
、
尚
書
・

中
書
の
官
は
ま
っ
た
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
蕭
望
之
の
官
が
高
貴
で
あ
っ
た
の

は
前
将
軍
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
の
重
要
性
は
尚
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

故
に
、
弘
恭
・
石
顯
が
張マ

マ

朋
に
蕭
望
之
の
罪
を
告
発
さ
せ
よ
う
と
し
た
際
、
蕭
望

之
が
沐
浴
休
暇
を
取
り
（
宮
中
か
ら
出
て
）
帰
宅
す
る
機
会
を
待
っ
て
よ
う
や
く
、

（
彼
を
貶
め
る
た
め
の
罪
を
）
上
奏
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
士
人
は
ど
う
し

て
も
宦
官
が（
皇
帝
と
）非
常
に
親
密
で
あ
る
の
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
弘
恭
・

石
顯
は
最
終
的
に
蕭
望
之
を
殺
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

萬
斯
同
の
「
補
東
漢
將
相
大
臣
年
表
」
に
は
尚
書
令
や
尚
書
が
見
え
る
が
、
中

書
は
見
え
な
い
。
こ
の
官
は
（
後
漢
時
代
に
は
ま
だ
）
宮
中
で
側
仕
え
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、朝
廷
の
大
臣
と
同
列
に
は
並
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、「
魏

文
帝
の
黄
初
年
間
（
二
二
〇
～
二
二
六
）、秘
書
を
中
書
と
改
め
、劉
放
を
中
書
監
に
、

孫
資
を
中
書
令
に
任
じ
、そ
れ
ぞ
れ
給
事
中
を
加
え
、そ
の
ま
ま
機
密
を
掌
ら
せ
た
」

と
『
三
國
志
』
劉
放
傳
に
あ
る
。
中
書
令
が
宰
相
と
な
っ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で

あ
る
。

王
肅
傳
の
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
帝
の
太
和
年
間
（
二
二
七
～
二
三
三
）、
秘
書
丞
の
薛
夏
が
、
公
務
の
た

め
に
蘭
臺
へ
と（
居
場
所
を
）移
そ
う
と
し
た
。
蘭
臺
の
側
で
は
、自
ら
は「
臺
」

だ
が
、
秘
書
は
一
介
の
官
署
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
、「
移
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

（
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
）
罪
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
薛
夏
に
言
っ
た
。

対
し
て
薛
夏
は
「
蘭
臺
は
外
臺
で
あ
り
、
秘
書
は
内
閣
で
あ
る
。
臺
と
閣
と

は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
互
い
に
移
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う

か
」
と
返
答
し
た
。

し
た
が
っ
て
、「
臺
閣
」
と
い
う
呼
称
は
も
と
も
と
尚
書
を
指
し
た
が
、（
こ
の

呼
称
は
）
中
書
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

官
と
い
う
も
の
は
そ
の
貴
賤
を
問
わ
ず
、
閑
職
な
の
か
要
職
な
の
か
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
閑
職
と
な
る
か
要
職
と
な
る
か
は
、
時
の
君
主
の

意
向
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
制
度
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
絶
え

な
い
。
そ
の
た
め
こ
れ
が
史
籍
に
記
さ
れ
る
と
、乱
れ
た
糸
の
ご
と
く
混
乱
し
、人
々

を
困
惑
さ
せ
る
。
よ
っ
て
臺
閣
を
論
じ
て
こ
こ
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

【
注
釈
】

①
蕭
望
之
傳

『
漢
書
』
卷
七
十
八
蕭
望
之
傳
：
及
宣
帝
寢
疾
、
選
大
臣
可
屬
者
、
引
外
屬
侍
中

樂
陵
侯
史
高
・
太
子
太
傅
望
之
・
少
傅
周
堪
至
禁
中
、
拜
高
爲
大
司
馬
車
騎
將
軍
、
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王
鳴
盛
『
十
七
史
商
榷
』
卷
三
十
七
「
臺
閣
」
訳
注
（
土
口
）
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望
之
爲
前
將
軍
光
祿
勳
、
堪
爲
光
祿
大
夫
、
皆
受
遺
詔
輔
政
、
領
尚
書
事
。

②
弘
恭
・
石
顯
則
中
書
令
・
僕
射
也

『
漢
書
』
卷
七
十
八
蕭
望
之
傳
：
初
、
宣
帝
不
甚
從
儒
術
、
任
用
法
律
、
而
中
書

宦
官
用
事
。
中
書
令
弘
恭
・
石
顯
久
典
樞
機
、明
習
文
法
、亦
與
車
騎
將
軍
高
爲
表
裏
、

論
議
常
獨
持
故
事
、
不
從
望
之
等
。
恭
・
顯
又
時
傾
仄
見
詘
。
望
之
以
爲
中
書
政
本
、

宜
以
賢
明
之
選
、
自
武
帝
游
宴
後
庭
、
故
用
宦
者
、
非
國
舊
制
、
又
違
古
不
近
刑

人
之
義
、
白
欲
更
置
士
人
、
繇
是
大
與
高
・
恭
・
顯
忤
。

『
漢
書
』
卷
九
十
三
佞
幸
傳
：
石
顯
字
君
房
、
濟
南
人
。
弘
恭
、
沛
人
也
。
皆
少

坐
法
腐
刑
、
爲
中
黃
門
、
以
選
爲
中
尚
書
。
宣
帝
時
任
中
書
官
、
恭
明
習
法
令
故
事
、

善
爲
請
奏
、
能
稱
其
職
。
恭
爲
令
、
顯
爲
僕
射
。
元
帝
卽
位
數
年
、
恭
死
、
顯
代

爲
中
書
令
。

③
百
官
公
卿
表

『
漢
書
』
卷
十
九
上
百
官
公
卿
表
上
：
少
府
、
秦
官
、
掌
山
海
池
澤
之
稅
、
以
給

共
養
、
有
六
丞
。
屬
官
有
尚
書
・
符
節
・
太
醫
・
太
官
・
湯
官
・
導
官
・
樂
府
・

若
盧
・
考
工
室
・
左
弋
・
居
室
・
甘
泉
居
室
・
左
右
司
空
・
東
織
・
西
織
・
東
園

匠
十
六
官
令
丞
、
又
胞
人
・
都
水
・
均
官
三
長
丞
、
又
上
林
中
十
池
監
、
又
中
書

謁
者
・
黃
門
・
鉤
盾
・
尚
方
・
御
府
・
永
巷
・
內
者
・
宦
者
八
官
令
丞
。
諸
僕
射
・

署
長
・
中
黃
門
皆
屬
焉
。

④
故
恭
・
顯
使
張
朋
告
其
罪

原
文
「
張
朋
」
は
「
鄭
朋
」
の
誤
り
（
校
證
）。

『
漢
書
』
卷
七
十
八
蕭
望
之
傳
：
望
之
・
堪
數
薦
名
儒
茂
材
以
備
諫
官
。
會
稽
鄭

朋
陰
欲
附
望
之
、
上
疏
言
車
騎
將
軍
高
遣
客
爲
姦
利
郡
國
、
及
言
許
・
史
子
弟
罪

過
。
章
視
周
堪
、
堪
白
令
朋
待
詔
金
馬
門
。
朋
奏
記
望
之
曰
、
…
…
。
望
之
見
納

朋
、
接
待
以
意
。
朋
數
稱
述
望
之
、
短
車
騎
將
軍
、
言
許
・
史
過
失
。
後
朋
行
傾
邪
、

望
之
絕
不
與
通
。
朋
與
大
司
農
史
李
宮
俱
待
詔
、堪
獨
白
宮
爲
黃
門
郎
。
朋
、楚
士
、

怨
恨
、
更
求
入
許
・
史
、
推
所
言
許
・
史
事
曰
、「
皆
周
堪
・
劉
更
生
教
我
、
我
關

東
人
、
何
以
知
此
」。
於
是
侍
中
許
章
白
見
朋
。
朋
出
揚
言
曰
、「
我
見
、
言
前
將

軍
小
過
五
、大
罪
一
。中
書
令
在
旁
、知
我
言
狀
」。望
之
聞
之
、以
問
弘
恭
・
石
顯
。顯
・

恭
恐
望
之
自
訟
、
下
於
它
吏
、
卽
挾
朋
及
待
詔
華
龍
。
龍
者
、
宣
帝
時
與
張
子
蟜

等
待
詔
、
以
行
汙
濊
不
進
、
欲
入
堪
等
、
堪
等
不
納
、
故
與
朋
相
結
。
恭
・
顯
令

二
人
告
望
之
等
謀
欲
罷
車
騎
將
軍
疏
退
許
・
史
狀
、
候
望
之
出
休
日
、
令
（
鄭
）
朋
・

（
華
）
龍
上
之
。
事
下
弘
恭
問
狀
、
望
之
對
曰
、「
外
戚
在
位
多
奢
淫
、
欲
以
匡
正

國
家
、
非
爲
邪
也
」。
恭
・
顯
奏
、「
望
之
・
堪
・
更
生
朋
黨
相
稱
擧
、
數
譖
訴
大
臣
、

毀
離
親
戚
、
欲
以
專
擅
權
勢
、
爲
臣
不
忠
、
誣
上
不
道
、
請
謁
者
召
致
廷
尉
」。
時

上
初
卽
位
、
不
省
「
謁
者
召
致
廷
尉
」
爲
下
獄
也
、
可
其
奏
。

⑤
假
歸
洗
沐

沐
浴
の
た
め
休
暇
を
取
り
家
に
帰
る
こ
と
。
漢
制
で
は
五
日
ご
と
に
一
日
の
休

暇
が
認
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

『
史
記
』
卷
一
百
二
十
七
日
者
列
傳
：
宋
忠
爲
中
大
夫
、
賈
誼
爲
博
士
、
同
日
俱

出
洗
沐
［
正
義
。
漢
官
五
日
一
假
洗
沐
也
］。

『
初
学
記
』
卷
二
十
假
第
六
：
漢
律
、
吏
五
日
得
一
下
沐
、
言
休
息
以
洗
沐
也
。
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⑥
萬
斯
同
補
東
漢
將
相
大
臣
年
表

萬
斯
同
（
一
六
三
八
～
一
七
〇
二
）
は
寧
波
府
鄞
県
の
人
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ

て
い
る
「
東
漢
將
相
大
臣
年
表
」
は
、『
補
歴
代
史
表
』
卷
三
（
四
庫
全
書
本
）、『
歴

代
史
表
』
卷
三
（
四
部
備
要
本
）、
二
十
五
史
刊
行
委
員
会
編
『
二
十
五
史
補
編
』

第
二
冊
、
中
華
書
局
一
九
五
五
年
（
開
明
書
店
原
版
重
印
）
な
ど
に
収
め
る
。

な
お
萬
斯
同
は
、「
東
漢
將
相
大
臣
年
表
」
に
続
い
て
「
東
漢
九
卿
年
表
」（『
歴

代
史
表
』
卷
四
）
を
も
撰
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
尚
書
令
」
の
欄
が
独
立
し
て

設
け
ら
れ
て
い
る
。

⑦
有
尚
書
令
・
尚
書
、
無
中
書

校
證
は
「
有
尚
書
令
、
尚
無
中
書
」
に
作
る
。

⑧
三
國
志
放
傳

『
三
國
志
』
卷
十
四
魏
書
・
程
郭
董
劉
蔣
劉
傳
・
劉
放
：
魏
國
既
建
、
與
太
原
孫

資
俱
爲
秘
書
郎
。
先
是
、
資
亦
歷
縣
令
、
參
丞
相
軍
事
。
文
帝
卽
位
、
放
・
資
轉

爲
左
右
丞
。
數
月
、
放
徙
爲
令
。
黃
初
初
、
改
秘
書
爲
中
書
、
以
放
爲
監
、
資
爲
令
、

各
加
給
事
中
。
放
賜
爵
關
內
侯
、
資
爲
關
中
侯
、
遂
掌
機
密
。

⑨
王
肅
傳
注

王
肅
傳
の
裴
注
に
引
か
れ
た
魚
豢
『
魏
略
』
の
記
事
を
指
す
。

『
三
國
志
』
卷
十
三
魏
書
・
鍾
繇
華
歆
王
朗
傳
・
王
肅
・
裴
松
之
注
：
魏
略
以
遇

及
賈
洪
・
邯
鄲
淳
・
薛
夏
・
隗
禧
・
蘇
林
・
樂
詳
等
七
人
爲
儒
宗
。
…
…
薛
夏
字
宣
聲
、

天
水
人
也
。
博
學
有
才
。
…
…
文
帝
又
嘉
其
才
、
黃
初
中
爲
秘
書
丞
、
帝
每
與
夏

推
論
書
傳
、
未
嘗
不
終
日
也
。
…
…
至
太
和
中
、
嘗
以
公
事
移
蘭
臺
。
蘭
臺
自
以

臺
也
、
而
秘
書
署
耳
、
謂
夏
爲
不
得
移
也
、
推
使
當
有
坐
者
。
夏
報
之
曰
、「
蘭
臺

爲
外
臺
、
秘
書
爲
內
閣
、
臺
・
閣
一
也
、
何
不
相
移
之
有
」。
蘭
臺
屈
無
以
折
。
自

是
之
後
、
遂
以
爲
常
。

『
太
平
御
覧
』
卷
二
三
三
職
官
部
三
十
一
・
秘
書
丞
：
魚
豢
魏
略
曰
、
薛
夏
爲
秘

書
丞
、時
秘
書
嘗
公
事
移
蘭
臺
。
蘭
臺
自
以
臺
也
、秘
書
丞
時
爲
署
耳
、謂
夏
不
得
儀
、

當
有
坐
者
。夏
報
曰
、「
蘭
臺
爲
外
臺
、秘
書
爲
內
閣
。臺
也
、閣
也
、何
不
相
移
之
有
」。

蘭
臺
無
以
折
之
。

な
お
校
證
は
原
文
「
謂
夏
為
不
得
移
」
を
「
謂
夏
為
不
得
儀
」
に
作
る
。

⑩
蘭
臺

『
通
典
』
卷
二
十
六
職
官
八
・
秘
書
監
：
漢
氏
圖
籍
所
在
、
有
石
渠
・
石
室
・
延
閣
・

廣
內
、
貯
之
於
外
府
。
又
有
御
史
中
丞
居
殿
中
、
掌
蘭
臺
秘
書
及
麒
麟
・
天
祿
二
閣
、

藏
之
於
內
禁
。
後
漢
圖
書
在
東
觀
、
桓
帝
延
熹
二
年
、
始
置
秘
書
監
一
人
、
掌
典

圖
書
古
今
文
字
、
考
合
同
異
、
屬
太
常
［
以
其
掌
圖
書
秘
記
、
故
曰
秘
書
］、
後
省
。

魏
武
帝
又
置
秘
書
令
、
典
尚
書
奏
事
［
卽
中
書
令
之
任
］。
文
帝
黃
初
初
、
乃
置
中

書
令
、
典
尚
書
奏
事
、
而
秘
書
改
令
爲
監
、
掌
藝
文
圖
籍
之
事
。
初
屬
少
府
、
後

乃
不
屬
［
自
王
肅
爲
監
、乃
不
屬
］。
其
蘭
臺
亦
藏
書
籍
、而
御
史
掌
之
［
魏
薛
夏
云
、

蘭
臺
爲
外
臺
、
秘
書
爲
內
閣
］。

【
付
記
】

　
本
条
は
二
〇
二
三
年
一
月
、岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
の
講
義「
東
ア
ジ
ア
古
代
・

中
世
史
演
習
」
に
お
い
て
会
読
し
た
。
参
加
さ
れ
た
学
生
各
位
に
感
謝
し
た
い
。
も
と
よ
り
誤
読
・

誤
訳
の
責
め
は
筆
者
が
負
う
も
の
で
あ
る
。


